











The Present Situation and Problems of Sports in the Extracuricular Activities 
一一Concerningwith the Coaching of the Track and Field Events in the Hokkaido 




北海道女子短期大学陸上競技部は， 保健体育科設立の時よ り10年の歴史を もつものであ
る。 10年間の指導を通し，最近， 時代の背景の変化とあいま って，選手の質的要素も大き
く変化していることに気づき，同じような指導方針ではすすめないように感んじている。


























いて行伝う 。（3）競技の形態がとられる 乙とが多いとい うζ とで区別されるであろう。そし















実施する上には，Jレー Jレを通して制約を受けた り，公正さを学んだり ，社会性を培うこと








氏の言のとおり である。勿論その上K，スポーッの種目lとよ り，個々人民好適であ るか否
















制， また行動の粗野乱暴なこと， スポーツの場と生活の場の切り 変えができずに人生にお
いて転落の危機をはらんでいる ζと，またスポーツによる過信な ど矛盾する ことが起こり
うる様相を呈していることも忘れではならない。以上の如き，それぞれ相反する両面をも
っスポーッをいかにして人間性開発のために，体育の目標に向って行なうことができるの
か。また， 技術追求のあまり， 本来のスポーツの精神から逸脱し，ますます一部の者の も
























































































22 布上 ・課外活動におけるスポー ッ教育の現状と課題
















































され， 実際に全国世論調査によれば「スポーツ，釣り，散歩」 「旅行， ドライブ，登山J
などの戸外での活動はそれぞれ 1割前後にすぎないといわれている。運動をしない理由に










































に内在する本能的欲求を表現する ものであり ，その活動をすることによ り満足をうるもの
である。従ってスポーツする 乙と自体にたのしみもあり ，そのことを通して生活の中の車


































跳 6位，五種競技5位， 400M リレー 6位の入賞をとっている。また北海道記録について







多く自由がないように感んずるようである。戸外には 300M トラッ クとソフ トボーyレ場，
校庭内は木々に固まれ敷地内も充分 トレーニングにふさわしい場とな りう るし， 1. 5 km先




しくとも 辛らくて もこうしている乙とが自分にと って試練の場であると考えていた学生が
26 布上：課外活動におけるスポーッ教育の現状と課題
多かった。 2年前より 「乙んなに苦しいトレーニングをして伺になるのか。J 「もっとた
のしい生活を」とあまり有意義ではなく，部活動に拘束されていたとする学生が多くなっ
てきている。 寮生活でも人の迷惑など考えず道徳心に欠ける先輩に， 辛らく て退寮したい
という学生がふえたり，年度途中の進路変更による退学者が増したり ，入学生増加による
結果であろ うと も考えられるが， 我慢強さに欠け，わがままな甘えであるζ とが如実lとわ
かる例が多くなっている。目的意識があまり強く なく，全般的にのんびりとレクリェーシ
ョン的生活に懐がれ， その日ぐらしと ささ やかな目あてがあれば生活ができ，それでいて
不満の多い学生が多く 見受けられる。 不満を善処する方法が見つからないと退部，続いて
退学となる乙とが多いが，部活動を続けている学生は途中で部活動を止めることは自分に




いるところか ら，続けること だけでも大きな試練にもなるよう である。卒業後も学生時代
のスポーッを続けられる者は僅かである。 しかし，体を動かすことが好みであ るから他の






様である。 しかし，そ こに共通の目的をもって進むこ とにより 各人各様にも つ個性がし、か





には得意・不得意もあり，個性もあり ，発達段階の相違もあり， 同一目的を もって進むに














た。しかし，実際には互の心がまとまるようになると トレー ニングウ ェアーを揃えた りす
るようになる。しかし 3年位で途切れてしまい，やは り好みに合った ものにしたがるため
指導者の方からの指示はしない乙と にしている。長い伝統のある学校の部でも，制服同様








り体がかた くなり調子の出万もわるく ，スピードものらず気分もの らないので効果も うす
くなるだろう。自由と自主を尊重する ことはその扱い方と限度が大変である。 指導者が陣
頭指揮をし先頭に立って一緒にやっていた時はその 「間」がうまくとれ，選手は高いもの
へと誘導され自然に力がついていくが， 自分lζ見合ったスピー ドと 「間」をもって トレー
ニングをしても 高まりが少ない。時間の割に質 も量も高いト レーニングを積むためにはリ























させ，終りには反省をさせ翌日へのファイ トをわかせるように終ることが必要であ る。 今
年は時間割の都合上， 練習のはじめに出られないことが多かった。連絡は全てキ ャプテン
に指示させるが， 伝達の仕方が悪いと学生間では誤解も 多くなったり徹底もしにく い乙と
がお ζる。また筆者が校外での会議や研究の打合わせなどで練習の終了時lといない乙とも
多かっ た。従って最後のしめく くりが成されず， 明日の予測なども話す乙とができずこん






ムワークを作らせるよ うにする ことが必要である。 また成員の人数によ り， 多い時はまと
まりにくい。今年度は26名で本学と しては多い万であるために，個性を尊重し， 練習のみ
ならず生活面での細かな指導が成されていた時と違って，それらの細かな指導まで手がま
わらなかった。今指導者が 2人とな り，手分けして乙の点は解決できそ うである。
(4）自主と自由のあり方 ：学生の理解力・ 運動能力を考えて も， 本学の学生についてはウ
ォーミン グア ップを自主的にすすめたり， 練習中の自由時聞を多く とったり， 練習の終了
時聞を決めたり する ことはあまり よい結果を生まないように思 う。物事を自主的lとすすめ




(5）プログラムの立て方 ：スケジュールについては今までのよう にプロ グラムを大き く変
えず， 単調なプログラムのく りかえしをやらせる必要がありそう だ。あ きやすく， 一つの






























































































レク リェーシ ョン活動もとり入れたりするがそれは一時的な ものとなり，それにより 活動
に対する意欲がわくわけでもなL、。よい面では①部員聞の仲がよ い。（この ζ とが仲間意
識を高め，部の高揚lとつながるというようなことにはならない。 ）②EK認め合う意識が
つよ い。 （高い次元を求めるものではなく，現状での認め合いであ る。 ）③部としてまと




まり高くなく適当なところで納得してしまう傾向がつよ い。 また，部としてのまとま りを
よくしようとするところから平均化してしまい能力ある者が更に飛躍し伸びていく 乙とが


























子のよい人はや ってもよい ζ とになっているが残ってやる者はなL、。計画表を立てて も，
時聞を気にしてのんびりやるので消化せずに終ったりする為，計画をことfさなくても時聞
がとよかったといって気にしないようになってしま ったようだ。よい指導者よい施設のある
とζろより ，指導者もなく グラン ドもないよ うとfと乙ろに強い選手が育つことをよく 聞く





ち（ 記録の目標を高くというばかり でなく ，将来を見透しての目標 ），よくま とまり，切
石差琢磨する中で真の協力の精神を学び，よい部の伝統づくりと社会生活へのよい転化の道
すじを考えて， 話し合いの機会を度々設け，志気の高揚をはかりながら， 個々の能力開発
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